定例記者会見発言録

日　　時：令和８年10月１日（木）11時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、
健康福祉部長、産業部長、建設部長、教育部長、こども部長、防災危機管理
担当参事
報道機関：朝日新聞社、読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和８年度主要事業の取り組み状況について
資料２　路線バス「伊達－あぶ急線」運行開始について
資料３　「令和８年度伊達市総合防災訓練」を実施
資料４　ベビーファーストをまち全体で！参画事業所がセレモニーで決意表明
資料５　「名峰霊山 紅葉まつり」を開催


《質疑応答》----------------------------------------------------------------

令和８年度主要事業の取り組み状況について
移住・定住促進事業
　　　記　者　移住者52人の方がどこから来られているのかを教えてください。昨年の実績も分かれば、お願いします。
未来政策部長　移住定住の52名についてですが、今、手元に内訳がありませんので、後ほど説明します。
市　長　首都圏からや仙台圏からの異動が多いと聞いております。詳細は後ほど担当から説明します。
※移住者52人の方々の内訳としては、首都圏からや仙台圏からの異動が多い。
また、昨年の実績としては、76世帯100人が移住している。

観光でにぎわう魅力づくり事業
記　者　イオンモールに関連して、四市（仙台市・八戸市・鶴岡市・伊達市）共同の観光PRを行うとのことですが、これはいつ頃から始められるのか、内容はどのようなものになるのか。
産業部長　先日、9月20日・21日のシルバーウィークに、上野駅で物産展を開催しました。それが取り組みの一つです。今後は、仙台で行われる物産展等に参加する予定です。
記　者　四市共同でということでよろしいですか。
市　長　これまでは仙台・八戸・鶴岡の三市協定により実施していましたが、伊達市は仙台とのつながりがありましたので、今年から参加しています。

記　者　今年の福島DCの期間中の観光入込客数が前回比1,351人増えたということですが、その主な要因について、伺います。
産業部長　入込客数は93,115名で、多くの方に来ていただきました。道の駅には、前年より約1万人多く来訪がありました。いちご狩りや梁川で開催した『さくらポッポラリー』などのイベントにも満遍なく来ていただいた状況です。

高齢者福祉サービス事業
記　者　補聴器の申請人数が現時点で4件、年間50件を計画している。少ない印象である。需要が少ないのか、申請方法が分からないなどの課題があるのか、その理由について伺います。
健康福祉部長　補聴器については、補助率が2分の1、上限3万円の制度です。現在4件の申請ですが、各関係者の集まり、各事業所にはチラシ等で周知しています。需要はあると考えていますが、周知方法をさらに工夫し、申請につながるよう展開していきたいと考えています。
記　者　補聴器の申請について、利用時の上限が購入費の半分・上限3万円とのことですが、年齢などの制限は設けていますか。
健康福祉部長　市内に住所を有する65歳以上の高齢者の方で、住民税非課税世帯が対象です。加えて、身体障害者手帳の交付を受けていない方。受けている方は障害者福祉サービスでの支援があるため重複しないようにしています。聴力レベルが中程度で、治療により聴力改善が見込めない方など、条件に合致する方に申請いただき、補助しています。


記者会見以外の質問　　
イオンモール伊達の開業に対する市長の期待について
記　者　イオンモールのオープンが11月27日と発表されました。それに関する市長の期待感、すでに好影響が出ているのかどうかを教えてください。一方で、福島商工会議所の会頭が従業員の流出が始まってしまうのではないかと発言がありました。伊達市内にも既存のヨークベニマルやコープなどがありますが、その影響が見られているか、わかれば教えてください。
市　長　イオンモール伊達が11月27日にグランドオープンを迎えることになりました。イオンモールをはじめ多くの皆さんにご協力いただき、この日を迎えることに感謝申し上げます。
開業により、伊達市に多くの方々が訪れ、伊達市の経済発展や地域振興に大きな期待を持っています。
先日、イオンモール伊達で植樹祭が行われ、子どもたちや保護者を中心に敷地内で植樹を実施しました。楽しい場所ができてよかったという期待の声が大きかったと感じています。今後、イオンモールと連携し、まずイオンモールに来ていただき、そこから伊達市を含む周辺地域へ回遊していただけるような施策を進めていきたいと考えています。
従業員の流出については、他の事業所からイオンモールへ移るかどうかは、現時点では想定の域を出ず、判断が難しいところです。市内でそうした話があった場合は、事業者や商工会と協議し、既存の商店街を守るためにどうするか、今後話し合いながら対策を取っていきたいと考えています。この件に関して私の方からコメントできるものではないと考えております。

アンダーパスについて
記　者　アンダーパスの件ですが、県が公表している県内の市道のうち管理している箇所が212か所あるそうで、そのうち伊達がかなり多かった印象があります。すでに県や福島市が予防的な通行止めを実施すると発表していますが、伊達市としてはどのような対応を考えているのか、伺います。
市　長　伊達市では、阿武隈急行線が通っているため、アンダーパスが多く、鉄道が上を通り、車道が下を通る箇所が47か所あります。そのうち、自然排水ができない場所が21か所あり、すべてに排水ポンプを設置しています。雨が降って排水桝に水がたまると、一定の水位で回転灯が作動し、通行止めをお知らせする仕組みです。21か所のうち14か所に回転灯を設置しています。
また、主要な道路の10か所には『ワンコインセンサー』を設置しており、例えば水位が10センチに達すると、10センチに達した旨の連絡が入るシステムです。その際、市の職員や消防団・消防署の協力を得て、現地で通行止めの設置を行います。
予防的な通行止めの実施については、県道も関係しますので福島県や警察、消防とも協議し、どのような対応をしていくかを検討していきたいと思います。
ただし、生活道路でもあるため、すべての道路を規制するのは難しく、主要道について本当に危険が差し迫った場合には通行止めを行うなど、どの程度の規制をするかは今後、関係機関と協議していきたいと思います。
アンダーパスの多い伊達市として、市民や来訪者が誤って進入しないよう、しっかり対策を講じていきたいと思います。

記　者　いわき市でアンダーパスの死亡事故が発生しました。今回の台風以外に、伊達市内で今年度、アンダーパスでの冠水事例はあったでしょうか。
市　長　今年度につきましては、アンダーパスで冠水被害は起きていません。
雨が降っても、ポンプで自動排水することにより、路面に水が溜まらなかったということになります。
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